
令和５年５月１日（月）

　　　　北区立　谷端小学校
　　　　校　長　　清水　智子

５月号（No.４５９）

1 2 3 4 5 6

1 月 5 5 5 6 6 6 体力テスト始め

2 火 5 6 6 6 6 6 安全指導

3 水 憲法記念日

4 木 みどりの日

5 金 こどもの日

6 土

7 日

8 月 5 5 5 6 6 6 ﾁｬｲﾙﾄﾞ班顔合わせ

9 火 5 6 6 6 6 6 自転車交通安全教室（３、４年）

10 水 4 4 5 5 5 5
新体力テスト実施日
（全学年　滝野川第二小学校にて）

11 木 5 5 6 6 6 6  避難訓練新体力テスト予備日

12 金 5 5 5 5 6 6 委員会活動　腎臓検診 (全学年)1回目

13 土 3 3 3 3 3 3 土曜授業日（公開）

14 日

15 月 5 5 5 6 6 6
歯科検診４～６年　都・学力調査６年
QUアンケート実施週間（19日まで）

16 火 5 6 6 6 6 6 歯科検診1～3年

17 水 4 4 5 5 5 5

18 木 5 5 6 6 6 6

19 金 5 5 5 6 6 6 クラブ活動

20 土

21 日

22 月 5 5 5 5 6 6 運動会係打ち合わせ

23 火 5 6 6 6 6 6

24 水 4 4 5 5 5 5

25 木 5 5 6 5 6 6 那須移動教室４年保護者会14：30

26 金 5 5 5 5 5 6 こころの劇場６年（13時開場、13:30～15:30）

27 土

28 日

29 月 5 5 5 5 6 6
都・学力調査５年
内科検診４、５、６年13:00

30 火 5 6 6 6 6 6
腎臓検診二次1回目8:50
内科検診123年13:00

31 水 4 4 5 5 5 5 運動会全体練習

６月

1 木 5 5 6 6 6 6 腎臓検診二次(予備日)　読書月間始め

2 金 4 4 4 4 5 5 運動会前日準備

3 土 5 5 5 5 5 5 運動会

4 日 運動会予備日

5 月 振替休業日

6 火 5 6 6 6 6 6

7 水 4 4 5 5 5 5 チャイルド班遊び(朝)　避難訓練

8 木 5 5 6 6 6 6 音楽鑑賞教室(６年)

9 金 5 5 5 5 6 6 委員会活動

日 曜 ５月、６月(第１週目)の予定表
授　業　時　数

http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu/yabata/index.html

学校HPのQRコード

〒114-0023 東京都北区滝野川7－12－17 ☎０３（３９１６）１１５５

4/12(水)1年生を迎える会 4/17(月)はたらく消防の写生会 4/22(土)避難訓練(引き取り訓練) 4/24(月)防犯教室

薫風に躍動する子ども達の成長を願う

校長 清水 智子

風薫る頃となりました。ツツジの鮮やかに咲く花の様子と、谷

端小学校の子ども達の新たな学年で頑張ろうとする意欲が重なり、

躍動の五月が期待される日々です。

さて、４月18日に今年度の全国学力・学習状況調査が６年生を

対象として行われました。国語科では、運動と健康に関する複数

の文章を読み、理解したことに基づいて、自分の考えをまとめる

「考えの形成」に関する指導事項が取り上げられました。算数科

の調査では、厚さの異なる3種類のファイル23人分を教室の棚に

並べる場面が設定され、並べ方を式や言葉を使って説明すること

で、日常生活と算数を結びつけてとらえる問題が出題されました。

子ども達が自ら考え、対話をしながら問題を解決したり、学習

活動を自ら振り返り意味付けたりするなど「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた学習過程の改善に向けたメッセージとな

るような観点、日常生活の場面等において問題を解決したり、考

察したりする観点などを意識した出題がされました。その結果か

ら、一人一人のつまずきや本校の課題を見出し、指導の改善や充

実につなげたいと感じた調査でした。

先日、日本の民間宇宙企業が、月面着陸を試みました。月面を

探査するロボットは、長年培ってきたおもちゃの製造技術を駆使

した玩具メーカーが開発製造したと知り、その着陸の瞬間は固唾

をのんで見守っていました。残念ながら、着陸は成功しませんで

したが、代表者は「この失敗で得られた多くのデータと経験は、

世界中で誰も手にしていない。この失敗こそが次への成功につな

がる」と述べていました。そして、2040年月面生活者1000人規

模を目指して、研究と開発を続けると語っていました。なぜ、失

敗したのか、何を改善したら成功するのかと考え「問い」をもつ

ことができれば、答えを見出すことができます。答えをどのよう

にして求めればよいのかを、その「問い」がはっきりと示してい

るからです。問題とまっすぐに向き合い、しっかりと問うことが

できれば、すぐそこに隠されている答えへの道筋がはっきりと見

えてくるということを改めて気付かせていただきました。

本校の学習活動では、「なぜ」「どうして」という子どもがも

つ「問い」から始まり、自分と対話し考え、友達と話し合いなが

ら自己決定していく過程を大切にしています。また、教師も4月
に実施された全国学力・学習状況調査（6年）、北区基礎・基本

達成度調査（2～6年）の結果を基にして、自身の指導を振り返り

「問い」をもち、改善を図ろうと努力しています。

見出された課題や失敗から生まれた 「問い」を子どもだけで

なくみんなで共有できる谷端小学校でありたいと考えています。

新芽から青葉へと移りゆく五月、子ども達がさらに躍動すること

ができるように、教職員一同努力したいと思います。

http://www.city.kita.tokyo.jp/gakkoshien/kosodate/shogakko/gakkojoho/kuritsu/yabata/index.html

